話で、 熱 海に 行って 前半 を 書き、 大宫に 行って 後半 を 

書いた が、 その 中間、 熱 海から 帰って来た あとで 私の 

ところへ 来たので ある。 私 は 後に 「人間 失格」 を 読ん 

で、 あれに 視き 出して る 暗い 影に 心 打 たれた。 あの 暗 

い 影が、 彼の 心に 深く 積もって いたのだろう。 

然し、 愚痴 を こぼしに 来たと 言いながら、 それだけ 

でもう 充分で、 愚痴らし いもの を 太宰は 何も 言わな 

かった。 —— その上、 すぐ 酒と なった。 

だいたい 吾々 文学者 は、 少数の 例外 は あるが、 よく 

酒 を 飲む。 文学 上の 仕事 は、 我と 我 身 を 切り刻む よう 

な ことが 多く、 どうに もやり きれなくて 酒 を 飲む の だ _ 



て 行った。 

太 宰も私 も、 だいぶ 酒に くた ぶれた。 太 宰はビ タミ 

ン B1 の 注射 をす る。 なんどか 喀血した し、 実は 相当 

に 体力 も 弱って いるので、 ビタミン剤 など を 常に 飲ん 

だリ 注射した リ している ので ある。 注射 はさつ ちゃん 

の 役目 だ。 勇敢に さっと やっての ける。 ビタミン B1 

は、 アンプル 中の 薬液の 変質 を 防ぐ ために、 酸性に な 

されて いて、 それが 可な リ 肉に しみる。 さつ ちゃんが 

注射す ると、 痛い、 と 太宰は 顔をしかめる。 

「僕に さしてみ たまい。 痛くない ようにして みせる ご 

皮下に 針 を さして、 極めて 徐々 に 薬液 を 注入す る。 



対 奉仕 だ。 家庭 外で 仕事 をす る 習慣の ある 太宰 にと つ 

て、 さっち やん は 最も 完全な 侍女で あり 看護婦で あつ 

た。 —— 家庭の こと は、 美 知 子 夫人が りっぱに 守って 

くれる。 太宰 はた だ 仕事 を すれば よかった の だ。 

そういう 風で、 太宰 とさつ ちゃんとの 間に、 愛欲 的 

な ものの 影 を 吾々 は 少しも 感じなかった。 二人の 間に 

なに か 清潔な もの さえ 吾々 は 感じた。 この 感じ は、 

誤ってる と は 私 は 思わない。 だから 私 は 平気で 二人 を 

一室に 宿泊させる のだった。 —— その 夜 も 宿泊 させた _ 

翌朝、 すべての 用事 を さつ ちゃんに 言いつける 太宰 

が、 珍ら しく、 自分で 出かけて 行った。 だいぶた つて 
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